
 

 1 

細胞生物学分野 
論文 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

小守壽文・教授 政策機能調整会議委員 歯学教育研究システム構築推進委員会 
小守壽文・教授 理事 歯科基礎医学会 
小守壽文・教授 評議員 日本骨代謝学会 
小守壽文・教授 評議員 日本解剖学会 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

小守壽文・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(S) 
Runx2 遺伝子の転写制御機構の解明と、骨粗

鬆症・変形性関節症治療薬の開発 

小守壽文・教授 日本学術振興会 代表 萌芽研究 
Fkbp5 ノックアウトマウスを用いた廃用性

およびステロイド性骨粗鬆症の病態解明 
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小守壽文・教授 長崎大学 分担 長崎大学重点研究課題 
間葉系細胞の腫瘍化機構の解明〜がん化の
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小守壽文・教授 変形性関節症関連遺伝子 2004 年  特許第 14060 号 
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